














福岡工大 中 村 勝 弘
Hamiltonian系のdynamicsにおけるIrregularあるいはchaoticstatesの研究は天体力学や原
子 ･分子のレベル(量子準位の random distribution)で活発になっているが,固体物理のレベ
ルになると,話が一層興味深くなるo







H-I∑ ((STs;+ C･C･)/2+W ･S;S,冒
<i)>
(1)
を考えよう｡ (1)において, spinュ/2の 1-d量子 spin鎖は完全可積分であるが, (1)の
古典版早まどうであろうか ? Faddeev(1982)とIshimori(1982)により指摘されたように,











H:,.- J t壬 (▽xi,2+言Do言)d x (3)
は, Landau-Lifshitzeq.を運動方程式に持つ｡ Nakamura-Sasada(1982)によって示されたよ
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は･磁化Mz と energy E以外の保存量を持たない (W-1･0の等方的な場合は,他にMx,
Myが保存量である)o 戸田格子と異なり･spin は 1atticesitesに固定されているので･運動
量に相当する保存量はない｡
今,3個の spin からなる周期鎖を考える.これは三角格子状になっているので 2-d tri-
angularlattice-の足場にもなるO以下,結合は反強磁性交換相互作用に限る. XXZ型の結
合の時,位相空間の自由度は6(3個の spinの polarandazimuthalanglesト 1(E)-1(Mz)
-4でchaosが期待できる｡ 変分方程式
dh7 - ∂H - ∂2H
ニー ∂S･- ~SS･×三 -S j X∑rl+ } ]









図には, 5種類の orbitが記されている)0 1(C)図から,KAM の一部 (第5番目の orbit)
が崩れ, chaosが出現することがわかる｡ この orbitだけの long-runが1(d)図である｡ 1(d′)
図は, 1(d)の globalchaosに対応する transversepowerspectrum で broadな構造を示 してい
る｡
他方,基底状態 (1200構造 )の energy(-1.5∫)からenergyをあげていった時の orbit
(この場合は一種類 )が,2(a)-(b)-(C)であり,それらに対応するtransversepowerspectrum
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反強磁性 spin系の特徴で, Frustration-inducedchaos といえる｡強磁性結合の時は,少なく
とも低 energy領域ではchaosは出現しない｡
I
Chaosの出現するenergyrangeが spinの数を増すにつれ (卜 dのまま,又は,2-d三角格
子状に), どのように変動するか ? 3個の古典 spin系のChaosやKAMは, 量子嵐 特に
半古典極限での性質にどのように反映するのか ? 量子論から古典論-のtransitionにおいて,
Chaosの概念がいかなる役割を演 じるのか ?紘,今后の課題である｡
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